
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
山梨県北杜市　塩川病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

54 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 54

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 14 - ド 透 訓 救 へ 輪 - - 108

108

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 当院は、救急告示病院として、地域の急性期医療
の一端を担い、また、療養病床を有し、併設老
健・訪問看護ステーションと協働し、慢性期医療
及び在宅復帰支援を行っている。へき地拠点病院
の指定も受けており、急性期から慢性期、在宅復
帰支援、へき地への医療提供と、ケアミックスの
病院として、幅広い役割を地域において担ってい
る。

47,587 12,228 第２種該当 １０：１ 54 54

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

当院の経常収支比率は、特別損失を計上したこと
と、電子カルテや医療機器の入替に伴い減価償却
費と資産減耗費が増大したことにより、100％を
下回った。しかし、病床稼働率が90％を超えたこ
とにより、医業収支比率においては、類似病院平
均値を上回っている。そのため、キャッシュフ
ローは良好であり、健全な経営を続けている。
職員給与費・材料費の対医業収益比率は、医業収
益の堅調さが反映され、平均値とほぼ同値である
と分析する。一般病棟と療養病棟を同病床数設置
しているので、入院単価は平均を下回っている
が、一般病棟単独で比較すると同等の単価となっ
ており、効率的な運営を行っていると考える。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

91.3当該値 104.0 104.0 101.6 98.1 93.4 当該値 101.9 96.7 94.0 93.0

平均値 96.3 96.9 98.3 96.7 96.6 平均値

0.0 0.0 0.0 当該値 91.5 93.397.2 95.2 85.7 当該値 0.0 0.0

68.5 68.3 67.9

18.3 17.7

69.8 69.7

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

121.0 112.9 118.9 119.5 116.9 平均値86.6 85.4 85.3 84.2 83.9 平均値

当該値 25,338

2. 老朽化の状況について

当院は、平成16年度に新館建設・本館改修事業を
行っており、構築物については、当面の間、建設
及び改修の予定はない。
設備・医療機器等については、新館建設時に設
置・購入した物が多く、10数年を経過し、初回又
は２回目の更新の時期を重複して迎えている。現
在、経営状況が堅調なことから、減価償却費及び
資産減耗費が経常収支比率に及ぼす影響と、
キャッシュフローの状況を総合的に判断し、健全
な経営が維持できるよう、計画的に更新を行って
いる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

32,431 32,532 33,492 34,136

当該値 20.9 19.1当該値 10,722 10,947 11,002 10,628 9,92524,773 25,087 26,091 25,354

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,437 9,726 10,037 9,976 10,130

18.4当該値 50.9 52.9 54.9 57.0 61.6

平均値 31,585

全体総括

平均値 19.3 18.9 19.0 18.7 18.3平均値 61.2 62.1 62.5 63.4 63.4

H27 H28 H29

当院は、各種指標が類似病院と比較しても良好で
あり、キャッシュフローも堅調に推移しており、
現状では健全な経営を行っていると考える。
今後、設備及び医療機器の更新を迎えるにあたり
経費が増大し、経常収支比率が一時的に悪化する
ことはやむをえない状況であるが、設備投資につ
いて総合的に判断し、健全な経営を維持してい
く。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

50,589,213 51,032,898 50,325,759

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,139,294 35,115,689 35,730,958 37,752,628

当該値 48.5 60.5 61.2 63.1 62.2

H29 H25 H26

当該値 48,229,454 48,848,444当該値 62.5 87.5 83.4 79.8 66.5

39,094,598平均値 63.3 69.6 69.2 69.7 71.3平均値 48.0 52.2 52.4 52.5 53.5
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④病床利用率(％)
【74.8】
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③累積欠損金比率(％)
【64.7】
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②医業収支比率(％)
【89.7】
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①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


